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検査内容変更のお知らせ 
 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は格別のご愛顧を賜り、有難く厚く御礼申し上げます。 

さて、このたび、抗酸菌培養・陽性（+）後に実施しております『抗酸菌同定』検査につきまして、質量分析装

置を使用しました検査方法へ変更させていただくこととなりましたので案内申し上げます。 

今回の変更により、抗酸菌同定菌種類の増加や、所要日数が短縮されます。また、診療報酬内容も変更さ

れますので、詳細につきましては裏面をご参照ください。 

ご利用、ご用命のほどよろしくお願い致します。 

謹 白 

 

 

記 

● 検査内容変更項目：  

 

■ 抗酸菌同定（ＤＤＨ法） 

 

◆ 変更期日：平成 26 年 10 月 1 日（水）受付分より 

 

※詳細につきましては裏面をご参照ください 

 

 

 

 

 

 



■ 抗酸菌同定 変更内容                             

◆ 変更内容： 

 新 旧 

項 目 名 抗酸菌同定 ＤＤＨ（抗酸菌核酸同定） 

材    料 
喀痰、尿、穿刺液等から分離した菌株 

（ＭＧＩＴ培養、陽性（+）後の菌株） 
同左 

保存方法 冷蔵 同左 

検査方法 質量分析による菌種同定 ＤＮＡ-ＤＮＡハイブリダイゼーション法 

同定菌種 ９７菌種 １８菌種 

所要日数 
1～７日 

（検査開始からの所要日数） 

７～２１日 

（検査実施からの所要日数 

実 施 料 
３７０点 

Ｄ021 抗酸菌同定 

４１０点 

Ｄ023 微生物核酸同定・定量検査 

「8」抗酸菌核酸同定 

判 断 料 
１５０点 

微生物学的検査判断料 
同左 

備   考 
平成26年10月1日（水）受付分より、旧法でご依頼頂いた場合も、新法にて検査

実施させて頂きます 

 

◆ 測定原理： 

  1、質量分析装置 

    Ｍａｌｄｉ-ＴＯＦ（マトリックス支援レーザー脱イオン化飛行時間型）質量分析装置を用いた生物特有の分子フ

ィンガープリントを測定することで微生物の菌種同定を行う。試薬をマトリックス試薬と混ぜることによりタンパ

ク質などの大きな分子も破壊せずにレーザーでイオン化、検出器に到着する飛行時間の違いから質量を分

析する。 

 

２、Ｍａｌｄｉ-ＴＯＦ-MS 

  質量分析の結果、微生物固有のタンパク質などの分子量を反映したマススペクトルが得られる。そのマス

スペクトルを ATCC や DSMZ などの細菌菌株管理機関と協力して構築されたデータベース（ライブラリ）を照

合することにより、微生物の菌種同定を可能とする。 

 

 

 

 



                                                     

 
 

※ 平成 26 年 10 月 1 日（水）以降、旧依頼書にてご依頼いただいた場合も、新法にて検査実施させて

頂きます。 

 

 

 

 



                                                     

 

 以上 


